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2010年3月期第2四半期 決算説明会

2009年11月10日（火）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．上期の概要と今後の見通しについて

1. 上期の概要

2. 下期の見通し

3. 下期および通期の計画

4. 中期目標と施策
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１．上期（4-9月）の概要①

43億円
（3.0%）

1,446億円

100億円
（6.0%）

55億円
（3.2%）

営業利益

1,670億円1,745億円売上高

前上期実績 当上期実績当上期計画

売上高 計画を下回る （計画比95.7%）

営業利益 計画を上回る
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最優先課題である

「テレビ事業の赤字脱却」を達成

計画を上回る

テレビ事業テレビ事業テレビ事業

ＤＶＤ事業ＤＶＤ事業ＤＶＤ事業

情報機器事業情報機器事業情報機器事業

１．上期（4-9月）の概要②

計画を上回る
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２．下期（10-3月）の見通し

年末商戦の動向を見極めた上で今後の判断としたい

景気は最悪期を脱しつつあるが、その回復力は脆弱で先行き不透明

米国米国の高失業率の高失業率

●失業率が高水準で推移 （10月10.2％、26年半ぶり高水準）

●個人消費の落ち込みが懸念され、市場環境は先行き厳しく予断を許さない情勢

雇用不安による消費支出の抑制が継続

●日・米政府の金融・経済政策次第で更なる円高リスクの可能性

ドル／円為替ドル／円為替

（リーマン破綻以降：08年10月 6.6％、12月 7.2％、09年3月 8.5％、6月 9.5％、9月 9.8％）
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３．下期および通期の計画

100億円
（6.0%）

1,670億円

120億円
（3.6%）

20億円
（1.2%）

営業利益

3,300億円1,630億円売上高

上期実績 通期計画下期計画

下期の為替想定レートの見直し（$=¥95→¥90）に伴い、通期売上高
計画を期初の3,400億円から3,300億円に修正

下期の営業利益は、年末商戦の状況を見極めた上で改めて判断する

必要があるため、期初計画を据え置く

修正計画
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４．中期目標と施策

中期（2012年3月期） 連結売上高・営業利益目標

5,000億円 250億円 （営業利益率5%）売上高 営業利益

目標達成のための施策

人財の育成・登用

プリンターに代表されるメカトロニクス関連事業の拡大

新規マーケットへの参入（BRICs）・新規事業の創出

1

4

5

ＬＣＤ ＴＶの生産・販売台数 １,０００万台の達成2

Ｂｌｕ-ｒａｙ関連商品ラインナップの拡充3
Player Recorder Home Theater System Portable Player
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Ⅱ．決算概要（連結）

1. 第2四半期（09年4～9月） 決算概要
2. 機器別売上高
3. 映像機器の売上高
4. ＤＶＤ関連機器の売上高
5. テレビ関連機器の売上高
6. 地域別売上高
7. 第2四半期営業利益増減要因
8. 財務の状況
9. 棚卸資産
10. 設備投資額・減価償却費・研究開発費
11. 通期（2010年3月期）修正計画
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１．第２四半期（０９年４～９月）決算概要

（※1） 受取利息+5、為替差損△10

（※2） 法人税等△22

(4.4%)(2.2%)(1.7%)(△8.4%)（四半期利益率）

+34+43+194733930△121四半期純利益

(5.7%)(3.0%)(2.2%)(4.1%)（ 経常利益率 ）

+42+57+3695533859経 常 利 益

(6.0%)(3.2%)(2.3%)(3.0%)（ 営業利益率 ）

+45+59+57100554143営 業 利 益

△75
(95.7%)

△75
(95.7%)

+224
(+15.5%)1,6701,7451,7451,446売 上 高

修正計画比
増減

（ ）は達成率

期初計画比
増減

（ ）は達成率

前年同期比
増減

（ ）は増減率
当期実績当期実績

修正計画修正計画
（（0909年年88月月1010日）日）

期初計画期初計画
（（0909年年55月月1313日）日）前期実績前期実績

95.00円95.00円 94.78円106.22円期中平均レート
（対米国ドル）

（単位：億円）

△5 (※1)

△22 (※2)
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２．機器別売上高

映像機器

情報機器

その他

映像機器

情報機器

その他

： ＋245億円 （＋23.6％）

： △ 12億円 （△ 4.5％）

： △ 9億円 （△ 6.3％）

合計 ： ＋224億円 （＋15.5％）

前年同期比

132

277

1,037

123

265

1,282

1,446億円

1,670億円

前期2Q 当期2Q
(4-9月) (4-9月)
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３．映像機器の売上高

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

DVD関連機器

テレビ関連機器

：△ 6億円 （△ 1.3％）

：＋251億円 （＋44.1％）

合計 ：＋245億円 （＋23.6％）

前年同期比

569

468

820

462

1,282億円

1,037億円

前期2Q 当期2Q
(4-9月) (4-9月)
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

ビデオ

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ

：△34億円 （△29.6％）

：＋33億円 （＋26.6％）

合計 ：△ 6億円 （△ 1.3％）

デジタルSTB他 ：△35億円 （△24.6％）

：△ 3億円 （△27.3％）

：＋33億円 （＋43.4％）

・市場が縮小期に入ったためレコーダは減少したものの、
プレーヤは予想以上に伸長

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

・成長期へのステージはまだ先

デジタルSTB他 ・６月にデジタルＳＴＢの生産終了

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

前年同期比

142

76

115

124

11

107

109

81

157

8

462億円468億円

前期2Q 当期2Q
(4-9月) (4-9月)



12

５．テレビ関連機器の売上高

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 52億円 （△91.2％）

： ＋293億円 （＋58.8％）

： ＋ 10億円 （＋71.4％）

合計 ： ＋251億円 （＋44.1％）

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

・薄型テレビの急速な普及に

伴い減少が加速

・フィリップスブランドの寄与に

より増加

液晶テレビ

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

前年同期比

14

498

57

24

791

5

820億円

569億円

前期2Q 当期2Q
(4-9月) (4-9月)

13

６．地域別売上高

アジア他

日 本

欧 州

北 米 ：＋249億円 （＋24.9％）

：△ 46億円 （△23.3％）

：＋ 9億円 （＋12.5％）

：＋ 12億円 （＋ 6.5％）

合計 ： ＋224億円 （＋15.5％）

前年同期比

179
72
195

1,000

191
81
149

1,249

1,446億円

1,670億円

前期2Q 当期2Q
(4-9月) (4-9月)

北 米

・ブラウン管テレビは減少するも、Philipsブランド製品の追加
により液晶テレビは大幅伸長

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔに加えDVDプレーヤが伸長し、デジタル
ＳＴＢの減少をカバー

・一旦縮小均衡の下、DVD関連製品、液晶テレビ共売上減少

欧 州

北 米
欧 州

日 本
アジア他
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７．第２四半期 営業利益増減要因

43

26

24

7

100

41

△7

57

9

100

前期実績 当期実績 期初計画 当期実績

売上減少
による減益

付加価値率
良化

一般管理費減

売上増加
による増益

付加価値率
良化

一般管理費減

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益

《前年同期比》 《期初計画比》

＊付加価値＝売上－（売上原価＋販売費）

(4-9月) (4-9月) (4-9月) (4-9月)
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８．財務の状況

負債の状況負債の状況

・仕入債務

・未払金他

（自己資本比率

△ 41億円

△ 159億円

63.2％）

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

＋ 399億円

△ 58億円

△ 225億円

△ 420億円

資産の状況資産の状況

純資産の状況純資産の状況

前年同期比

439 419

683

306 458

422

288
364

965
899

839

500
2,140

資
産
の
状
況

資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

1,998
現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）

527 486

454 295

1,463

1,355
1,359

281

362

1,998
2,140

2,444

2,444

2009/9
（当期2Q）

2009/3
（前期末）

2008/9
（前期2Q）

△ 304億円

△200億円

△104億円
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９．棚卸資産

〈在庫回転月数〉

126

557

122

241

159

299

458億円

1.5ヶ月

2009/9
（当期2Q）

部品仕掛品等

製 品

前年同期比

△ 258億円

＋ 33億円

製品

部品仕掛品等

2.4ヶ月

2008/9
（前期2Q）

683億円

1.4ヶ月

2009/6
（当期１Ｑ）

363億円
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10．設備投資額・減価償却費・研究開発費

13
29

18 20

67 66

0

20

40

60

80

100

120

140

160

（億円）

前2Q 当2Q

設備投資額

前年同期比

＋16億円
前年同期比

＋2億円

減価償却費

第2四半期

前年同期比

△ 1億円

研究開発費

50 54
36

43

130 139

0

20

40

60

80

100

120

140

160

（億円）

前期 当期
(計画）

設備投資額 減価償却費

通 期

研究開発費

前期 当期
（計画）

前期 当期
（計画）

前2Q 当2Q 前2Q 当2Q

前年同期比

＋4億円
前年同期比

＋7億円
前年同期比

＋9億円
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（単位：億円）

90.00円95.00円100.66円期中平均レート
（対米国ドル）

11．通期（2010年3月期）修正計画

＋273
(＋9.0%)

前年同期比

増減
（ ）は増減率

修正計画修正計画期初計画期初計画

1206014営 業 利 益

経常利益率

営業利益率 (3.6%)(1.8%)(0.5%)

1145312経 常 利 益

(3.5%)(1.6%)(0.4%)

3,027

前期実績前期実績

3,400 △100
（△2.9％）3,300売 上 高

期初計画比

増減
（ ）は増減率

8739△173当期純利益

当期純利益率 (2.6%)(1.1%)(△5.7%)

＋106

＋102

＋60

＋61

＋260 ＋48
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Ⅲ． 補足資料①
（第２四半期（７月～９月）決算概要）

1. 第2四半期（09年7月～9月）決算概要

2. 機器別売上高

3. 映像機器の売上高

4. ＤＶＤ関連機器の売上高

5. テレビ関連機器の売上高
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１．第２四半期（０９年７月～９月）決算概要

（単位：億円）

期中平均レート
(対米国ドル) 107.01円 92.80円

営業利益率

経常利益率

四半期純利益率

前年同期比増減

（ ）は増減率

＋42
（＋4.9%）

＋30

＋40

＋25

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

四半期純利益

852

33

15

16

(3.9%)

(1.8%)

(2.0%)

前第前第22四半期四半期 当第当第22四半期四半期

894

63

55

41

(7.1%)

(6.2%)

(4.6%)

△8 (※1)

（※1） 受取利息+2、為替差損△11、その他+1

（※2） 法人税等△13、その他△1

△14 (※2)
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２．機器別売上高

62

170

620

62

156

676

852億円 894億円

前期2Q 当期2Q

映像機器

情報機器

その他

： ＋56億円 （＋9.0％）

： △14億円 （△8.2％）

： － 億円 （ － ）

映像機器

情報機器
その他

合計 ： ＋42億円 （＋4.9％）

前年同期比

(7-9月) (7-9月)
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３．映像機器の売上高

340

280

463

213

676億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

620億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

： △ 67億円 （△23.9％）

：＋123億円 （＋36.2％）

合計 ：＋ 56億円 （＋ 9.0％）

前年同期比

前期2Q 当期2Q
(7-9月) (7-9月)
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

81

55

72

67

5

21

71

39

77

5

213億円

280億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ ： － 億円 （ － ）

： △33億円 （△45.8％）

： ＋10億円 （＋14.9％）

合計 ： △67億円 （△23.9％）

前年同期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

： ＋16億円 （＋29.1％）

デジタルSTB他 ： △60億円 （△74.1％）

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他

前期2Q 当期2Q
(7-9月) (7-9月)
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５．テレビ関連機器の売上高

10

299

31

13

448

2

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 29億円 （△93.5％）

： ＋149億円 （＋49.8％）

合計 ： ＋123億円 （＋36.2％）

前年同期比

463億円

340億円

： ＋ 3億円 （＋30.0％）

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

前期2Q 当期2Q
(7-9月) (7-9月)
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）
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１．四半期別決算概要

（単位：億円）

(4.1%)

31

(5.3%)

40

(4.8%)

37

776

1Q1Q

(4.6%)

41

(6.2%)

55

(7.1%)

63

894

22QQ

5858期期

(△2.1%)(△4.1%)(2.0%)(△23.2%)四 半 期 純 利 益 率

△13△ 3916△137四半期純利益

(△1.9%)(△3.8%)(1.8%)(7.5%)経 常 利 益 率

△11△ 351544経 常 利 益

(△3.0%)(△1.1%)(3.9%)(1.7%)営 業 利 益 率

△18△ 10339営 業 利 益

627954852594売 上 高

44QQ3Q3Q2Q2Q1Q1Q

5757期期
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２．機器別売上高の推移（四半期）

70

107

229

188

62

170

340

280

68

107

558

221

71
66

329

161

61

109

357

249

62

156

463

213

0

200

400

600

800

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

（億円）

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

776

594

(08/6) (08/9)

852
954

(08/12) (09/3)

627

(09/6) (09/9)

894
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注意事項

本資料は、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及
び見通しについての記載が含まれています。これらの記載は、
映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ
会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為
替レートの変動その他の業績に影響を与える可能性のある要
因について、現時点で把握可能な情報をもとにした仮定及び見
通しを前提としています。したがって、実際の業績は、エレクトロ
ニクス業界における競争状況、市場動向、為替動向、新製品の
導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を含
む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通し
とは大きく異なる場合がありますのでご承知おきください｡


